
令和６年度 TEACCHプログラム研究会北海道支部

公開オンライン（Live）講演会＆限定動画配信

【参加費（配信動画視聴含む）】 会員（新規入会含む）無料 ／ 非会員 1,000円

乳幼児期、被虐待等により母子関係が良好に構築されなかったことで生じるとされる愛着障がい。しか
し、生まれつき、他者への興味関心の持ち方に違いがあるASDの場合、彼らの愛着形成は一体どうなってい
るのだろう。重複しているケースもあるといわれている。表れ方は違うのか、また支援方法は？ 不適応
行動に直面した支援者が、愛着障がいではないかと安易に判断しているケースも散見される。その不適応
の背景は、本当に愛着の問題なのか、それとも、自閉症支援が不十分なのか。
私たちはどう理解し、どう支援すると良いのか、ぜひ共に学び深めましょう。

2024.6.23（日）9:00～11:30 （途中休憩と質疑を含みます）

講師

≫≫ 申込ページ  https://peatix.com/event/3945228/view  お申し込み・お支払い方法

Tokio UCHIYAMA

[お問い合わせ] TEACCHプログラム研究会北海道支部事務局（発達障害者支援センターあおいそら内）

担当：堀 メール aoisora@yuai.jp ／ TEL 0138-46-0851

≪主な経歴・活動≫

1983年順天堂大学医学部卒業。同大学附属病院、都立梅ヶ丘病院に勤務。1994年ノースカロライナ大学医学
部に留学、シャーロットTEACCHセンターで研修を受ける。1997年仲町台発達障害診療所（院長：佐々木正美先
生）勤務。同年、英国Centre for Social Communication Disorders（現 Lorna Wing Centre）留学、
ローナ・ウイング博士、ジュディス・グールド博士に師事。帰国後は大妻大学にて教鞭をとりながら、2000年、幼
児から成人までを診察する発達障害専門医療機関の先駆けとなる、よこはま発達クリニックを開設（現職）。

発達障害と愛着障害
～見分けることと支援の中身～

内山登紀夫

動画視聴のみをご希望の方も、当日参加と同様にお申し込みください。申し込まれた方全員に、当日の

ZOOMのURLと、配布資料（PDF）、そして、YouTube限定動画配信のURL（講演終了後2～3日）をお送り

します。二次配布等、お申込みいただいた方以外の視聴はご遠慮ください。
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